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注:略語説明 EC(ElectronicCommerce)

流通業におけるエレクトロニックコマースの全体像

ECは,新たな流通チャネルを生み出し,流通業のビジネスプロセスを変革する可能性をもたらす｡流通業の発展には,消費者一企業間ECが新

たな販売チャネルやコミュニケーションツールに,企業一企業間ECが流通チャネルや取引チャネルの業務改革に,それぞれ大きく寄与するもの

と思われるr〕

流通業界では,国内外の経常環境の変化を′受けて,課

題解決にIrりけた新しい業態開発,介業提携,介業l勺業摺

の効率化などを腿l詞している｡

これに対応するために流通芥社は,インターネット,

オープンシステムなどの新しい社会インフラストラク

チャーの汁■卑止･発掛二伴って,ビジネスプロセスの兄付

し,情報システムの岳J生利川によるローコスト経常をH

指した経常基盤の効率化,競争ノJの強化による介業体貨′f

のIFり卜をl父1りつつある｡

その小でもEC(Electr()nicCoITlmerCe)は,従来の商批

引を越えた流通チャネル,コミュニケーションツールと

してビジネス‡脚糾二変半をもたらすものと江l--Iされ,臼

柑ノ+はもとより,業舛l勺でもECへの耳蛸Lみが始まって

いる｡

ECは,新しい販売チャネルとなる｢ii■潤一第一介米桝

EC+,およびビジネスプロセスに改善をもたらす｢ノ於業一

介一業糊EC+に大別され,おのおのの分野でのム立退な什組

みの構築が必紫となる｡
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1.はじめに

21世紀を前にして厳しい経営環境に置かれている流通

業界では,田l勺の同業種間はもとより,諸外国からの什三

力や市場への参入によって業種の垣根を越えた激しい競

争が展開されている｡これらに対応するため,流通各社

はローコスト経営をはじめとした新たな経常戦略を模索

している｡

このような状況の【いから,マルチメディア技術,グロ

ーバルネットワークなどの‾■甜変化された情事はインフラス

トラクチャーの基盤の確_11二によ り,IT(Illformation

Technology)を単に利用するだけでなく,ビジネスプロ

セスの一環として業務に密着させて括別していくこと

が,経営面から重要視され始めている｡特にEC(Elec-

trollicCommer占e)は,販売チャネルの拡大･強化,企業

間･企業国どうしの双方向コミュニケーション手段とし

て注目を集めている｡

ここでは,ビジネスプロセスに変革をもたらす消嘗省】

企業間EC,企業一企業間ECの仕刹tみについて述べる｡

2.流通業界を取り巻く経営環境

流通業界では,消費の成熟化や購買行重力の変化といっ

た経常環境の変化により,新しい視一亡よに克った経常が求

められている｡経常環境の変化として,第一に高齢化の

進展,環境問題の社会現象化といっ7ごヰ七会構造の変化が

あげられ,第二に仙人の価値観の確立,海外旅行の経験

社会構造の変化

高齢化の進展

少子化の進展

共働き世帯の増力ロ
ゆとり社会の進展

消費社会の進展(リサイクル)

日本経済･産業構造の変化
経済の安定成長

内需型産業構造化

¢規制緩和･自由競争
グローバルネットワークの進展

多品種･適時適量生産

雇用制度の見直し

による厳しい商品選択の口などの消雪の変化があり,第

三には,各椎流通規制の緩和･撤廃,消雪者保護の弓糾ヒ

〔PL(ProductLiability)了去〕といった行政の柵ふがある｡

また,わが凶の経済･産業面では,グローバル化,()R

(Quick Response)に代表される多品種･適時過もと生産

の什尉1みが進展している(図1参月別｡

そして最も人きな変化として,情事Iiインフラストラク

チャーの高度化･高機能化があげられる｡パソコンの家

庭への急激な浸透,インターネットの普及により,乍他

界との枚方向コミュニケーションが容錫に‾･-J能となるほ

か,映像などのコンテンツのディジタル化が進められて

おり,今後ますます使い勝手の良い情剖i基盤･ツールが

出現してくると思われる｡

し7ごがって流通業界には,これらの環境焚化をいち早

くとらえ,新Lい経常戦略を反映した業務の仕組み,ビ

ジネスプロセスを碓二中二していくことが求められる｡

3.経営環境に対する課題解決

流通業界では,前述した経営環境を受けて,業務の見

直しや付人れ･販売戦略,組織･制度の改葬などが阿ら

れてきている｡

これらの流通業の対応に基づく短･Iニト期的な課題は,

以‾卜の2∴■よに集約することができる｡

(1)ローコストオペレーションの半期某:呪

企業内の商占占企画から什入れ･販売業務までを効率化

して,品終消費者の満足度を最大限に上げることが求め

消費者の変化

任意可処分所得の伸び悩み
個人の価値観の確立

厳しい商品選択の目

牡

電子蕊E｡,ク
流通業界

ローコスト

経営

行政の対応

各種流通規制の緩和･撤廃
非関税障壁の改善

消費者保護の強化

労働環境の改善

環境規制の強化

技術の変化

情報基盤の整備と発展

パーソナル化の進展

マルチメディア化

大容量･高性能コンピュータの発展
暗号化技術の進歩

経営に寄与する情報システムの確立

図1 流通業界を取り巻く経営環境

流通業界は,社会構造,消費者,技術などの変化によって厳しい経営環境に置かれている｡
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られる｡そのために,製造･販売･物流が一体となって

推進していくサプライ チェーントータルでのリエンジ

ニアリングが必要である｡

(2)子‾l三括‾者情報の効率的な収集と有効活用

同業他社に対して優位性を確保するためには,商品企

耐力･調達ノJを向上し,過_lI三な在庫を維持することが重

要である｡市場から得られた商品･顧客情報の多面的な

分析･活用により,顧客の噌(し)好をいち早く把指する

ことが必須となる｡

4.課題解決のための視点

業界内では,その課題解決のための仕組み作りが,自

社内プごけでなくグローバルな観点から始まっているが,

垂′亡こ(システムの小で最も影響が人きいのがECであると

考える｡

ECビジネスの視点には,消雪者を起よ=二した消費者一

企業聞と,企業(小売業)一企業間(耳く引先)の取り引きが

ある｡

消費者【企業間収り引きは,現状では企業側から一方

通行的に商-1占や商品に付帯するサービスなどがマスメデ

ィアやパーソナルメディア(ダイレクトメール,テレメー

ル)によって行われる｡消常者はこれらによって商品を選

択し,商品購入後に問い合わせ,クレームなどのコミュ

ニケーションを行っている｡

一九 企業一企業間取り引きでは,日々または季節ご

とに商談会が行われ,人部分の取りlブlきが人的介在によ

って行われている｡この人的介在を極力減らすために,

受発注業務では各種尚品コードの設立･標準化が行わ

れ,大手流通業を中心にEDI(Electrollic DataIIlter-

change)化が推進されている｡代表的な内容とLてJCA

(JapanChainStoreAssociati()n)手順などがある｡

次に,これらのこ呪況を踏まえて,ECによってどのよう

にビジネスが変革するかについて述べる｡

5.ECシステムの概要

5.1消費者一企業間EC

ECでは,消貿‾者【企業間の商Ⅰ似プlを新たな双‾小;りコミ

ュニケーションという戦略に描き換えることができる｡

従来は.商品を企業側から一方的に奴売するプッシュ

型戦略であり,消費省モニタなどが一部で行われていた

程度であった｡

ECによる新たな双方向コミュニケーションでは,企業

の一連のビジネスプロセスに,消費石●が帖報家1毛という

表1 消費者一企業間ECの主な機能と事例

ECシステムの中でも最も効果が見込まれる機能となる｡

項 目 事 例

マスカスタマイ

ゼーション機能

●リーバイ･ストラウス社がジーンズ商品

を対象にパーソナルペア プログラムと

して実用化

マイクロペイメント ●Mondex*カード(lCカード)による実証･
機台巨 実験が1995年7月からイギリスで開始

その他の活用

●企業情報●電子ダイレクトメール,広告

●チケット予約

●大手流通業を中′いニホームページを開設

* Mondexは,Mondexlnternationa】Limitedの登寂商標である｡

手段で介在することが吋能になる｡つまり,商品テスト

版売時の意見,販売時のダイレクトセリング,購入後の

問い合わせなどの消雪者ニーズを,マーケテイングの中

に効果的に取り込むことができるようになり,｢EC=オ

ンラインショッピング+ではなく,多様なコミュニケー

ションを行う手段と位置づけることができる｡さらに消

費者側では,(1)他人の日を貢いこしないで購入できるため

精神的制約がない,(2)24時間いつでも使えるため時間的

制約がない,(3)重たい商品を持ち帰らなくてよいので物

理的制約がないなどのメリットを受けることになる｡

今後さらに,ECによって実現される商淑引形態とL

て,マスカスタマイゼーションがあげられる｡これは,

ii●摺者が要望する情報や商品購入条件を企業側に登録

し,これらの条件に介致した商品だけを消費者に提供,

配送する仕組みであり,米国ではすでに実用化している｡

そのほか,システムの代表例としてスマートカード

(ICカード)がある｡ICカードの中に本人認証,電子財布,

購入ポイントなどの機能を持たせ,さまざまな端末での

処理が‾吋能となることにより,その場で決済ができるよ

うになる｡このマイクロペイメントによる即時決済によ

り,クレジット決済時の承認,商品配達時の代金引き換

えなどの複雑な業務を大幅に改善することができる｡こ

れらの串例を表1に示す｡

5.2 企業¶企業間EC

ECによる企業間取り引きの代表的なシステムとして

は,EDIがあげられる｡[_1々発生する企業似での商談,契

約,什人れ計卜,‡三い掛け･売り掛けなどの一連のビジ

ネスプロセスが電十化され,リアルタイム化･ペーパレ

ス化による業務政一中二だけでなく,広く什界にIrりけで情報

の一受･発信が可能となるため,取引範l相を拡大するビジ

ネスチャンスともなりうる｡

EDIについては現在,業界全体で取組みを推進してい
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るが,一部の業務にとどまっていることと,EDIシステム

の導入に手間がかかり,受･発信情報も文字などを中心

としたテキストデータになっているのが実二伏である｡

しかし,これがインターネットを活片Jしたオープン

EDI化されることで,小戦企業でも布易に導入できるよ

うになる｡さらに,取扱情報も文字･図形･向像などの

マルチメディア化ができる状況になっており,このこと

から,竜一子取り引きの什組みは中堅企業を含めた広い範

榊でのビジネスプロセスに展開することが可能であり,

人幅な業務改善が期待できる｡

また,オープンなネットワーク,サービスプロバイダ

を利用することにより,これまで未着手であった業務や

市場調査,商品企画から決泊までのトータルなプロセス

が電子化できる｡これにより,国内だけでなく軸外企業

の情報を瞬時に調査,収集して商品開発に放映し,占占ぞ

ろえの面などで競合他社に対して優代に事業を矧洞する

こともできる｡

一方,企業内システムのインフラストラクチャーとし

てはイントラネットがあり,これを浦川した電子メール

や掲示板機能により,社内の各梓情報伝達,部P■1閃の連

結がスムーズに行え,さらに携帯端末を浦川することに

よって社外からの情報発･′受信でも効率のよい什組みが

構築できる｡

ECが流通業に-ウーえる影響の小で品も効果の人きいも

のは,収り扱う情報量が膨大で,耳丈引企業が多数に及び,

【1々の業務が複雑な企業一企業｢批和則1分野であると考

える｡

6.おわりに

ここでは,ECとビジネスプロセスの関係について述べ

た｡′卜彼の流通業の発展には,消雪者Ⅳ企業間では新た

な販売チャネルやコミュニケーションツールにECが,介

業一企業問では流通チャネルや,取引チャネルの業務改革

にECがそれぞれ大きく寄与-することがナ測されている
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が,解決すべき課題も多い｡

具体的には,情報インフラストラクチャーとしての機

能であるセキュリティ,取弓ほ宮認,認証,コンテンツが

あり,バックエンドとして基幹システムとの連携,情報

活用,ロジスティクスとの関連性,新しい社会インフラ

ストラクチャーとしての制度面や法的課題の解決などが

ある｡これらについては,通商産業省のEC実証実験の小

で検証され,解決されていくものと考える｡

R､7二製作所は,このEC実証実験に参画し,経常に役立

つ情報システムの構築にlんIけて,研究･製品開発を積極

的に推進Lていく考えである｡
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